
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口腔ケア・アセスメント結果を 

入力，管理，分析するソフト！ 

 

 

 

宮城県リハビリテーション支援センター 

 



「口腔ケア・アセスメント解析データベース」 

 平成２３年度に作成した，「口腔ケア・アセスメント票」の結果を効率的に管

理，分析できるソフトです。平成２４年度，仙台保健福祉事務所が介護老人保

健施設ももせ塩竈において実施した，口腔ケアの取組強化を目的としたモデル

事業において，仙台保健福祉事務所と共同で開発しました。  

主な特徴としては，手書きで実施した個別アセスメント票を容易に記録でき，

データ管理することができます。また，個別の分析結果票が自動で作成される

ことや，アセスメント対象者全体の傾向を分析することもできます。 

◆「解析データベース」の使用条件 

 平成２３年度に当センターで作成した「口腔ケア・アセスメント票」をすで

に使用し，その結果を管理・分析したいという目的であることが使用条件です。 

◆「解析データベース」でできること 

 

◆「解析データベース」活用による効果 

① 個別の情報が集約・管理されることで，職員間で内容を随時確認し，共有

できるようになります。 

② 個別の分析結果票から，口腔ケアリスク対象者を容易に判断できるように

なります。また，支援方針，必要事項に則り，職員間で対応について，相談・

検討できるようになります。 

③ 歯科治療が必要な方を容易に抽出することができ，歯科医療機関との連携

強化を図ることができます。 

 アセスメント入力 

入力フォームにアセスメント結果を入力し，登

録することで，データ化され，情報管理が可能

になります。 

 個別結果票の出力 

1 人ずつのデータ解析した分析結果票を印刷で

きます。（①でアセスメント結果を入力，登録す

ることで，個別の分析結果が自動で作成されま

す。） 

 登録者全体の集計と分析 

Excel のフィルタ機能を使うことで，アセスメ

ント結果を項目別，個人別にリストアップでき

るほか，登録者全体の傾向と対策が分かります。 

 

 

 

 



口腔ケア・アセスメント解析データベース」の使い方 

 

１．事前準備             ５．個別の分析結果票の見方 

２．入力する場合           ６．印刷する場合 

３．入力内容を修正する場合      ７．全体の集計や分析をする場合 

４．個別の分析結果票を確認する場合 

 

１．事前準備 

Excel ソフトを起動させ，オプション→「このコンテンツを有効にする」を選択します（こ

の作業をすることで，ボタン操作が自動化します）。 

 

 



２．入力する場合 

初回アセスメント入力ボタンを選択すると，手書きで実施した個別アセスメント票とほぼ

同じ内容の，「入力フォーム」が自動で開くので，アセスメント結果を入力することができ

ます。入力後は，登録するボタンを選択することで，自動でデータベース化されます。続

けて複数人を入力する場合は，この作業を繰り返します。入力終了後は，登録はされても，

保存はされないので，必ず「保存」または「上書き保存」をして下さい。 

＜注意＞ 

※１ 実施年月日は半角入力します。（例 2012/10/25） 

※２ リスクは自動で判定されないので，アセスメント票の項目「評価」より判定し，必

ず入力して下さい。 

※３ 口腔機能評価と口腔内状況については，すべての入力項目が選択式であり，未入力

があると，分析が不可能となり，個別の分析結果票に結果が反映されませんので，必

ず入力してください。 

※４ 選択肢の横にある数字は，点数化し集計できるように，便宜上，手書きの「口腔ケ

ア・アセスメント票」から変更しているものであり，間違いではありません。 

※５ 「プラークの付着」「歯式」の手書き部分については，「入力フォーム」には，反映さ

せておりません。 

 

 



３．入力内容を修正する場合 

すでに入力した内容に変更等があった場合，ワークシート＜database＞から直接修正入力

ができます。その場合は，数値と文字列の両方が入るセル（例 0 ない）を修正する場合

に限り，他のセルより，「コピー」→「貼り付け」することをお勧めします（誤入力を避け

るため）。なお，入力シートからの修正はできません。ご注意下さい。 

 

４．個別の分析結果票を確認する場合 

次の手順で行うことで，見たい方の内容に自動的に切り替わり閲覧が可能です。 

①ワークシート＜database＞を開き，確認したい方の左端の番号（A 列）を確認します。 

②ワークシート＜アセスメント票＞を開き，左上にあるレコード№（C2）に①で確認した

番号を入力します。 

 

 

 

① 

② 



５．個別の分析結果票の見方（特徴） 

①手書きのアセスメント票と違い，選択項目のみ表示されるようになっています。 

②リスクに連動する「塗りつぶし」を書式設定しており，項目別のリスクの違いが分かり

ます。（低リスク：塗りつぶし無し，中リスク：灰色，高リスク：右下がり斜線） 

③口腔機能評価（0 点～9 点）と口腔内状況（0 点～14 点）には合計点数制を導入しており，

それぞれ最大値に近いほど，「より高リスク」と判断できます。（ケアカンファレンス等の，

優先順位を決める際などに参考にして下さい。） 

④「早急な検討が必要な事項」には，関連の深いと思われる項目が該当した場合に，リス

クとして表示されるようになっています。（多職種間での検討材料にして下さい。） 

⑤「プラークの付着」「歯式」については，印刷後に手書きで記入することを前提としてい

るため，常に白紙で表示されるようになっています。 

 

③ ③ 

④ 

⑤ 



６．印刷する場合 

次の２通りの方法で印刷することが可能です。 

①個別の分析結果票を確認しながら印刷する場合 

ワークシート＜アセスメント票＞で，印刷したい方の結果票を閲覧している状態から，通

常どおりの印刷操作をします。 

②トップページの印刷ボタンから印刷する場合 

印刷ボタンを選択すると，「印刷したい方の番号を入力して下さい」というメッセージボッ

クスが開きますので，指示どおり進むことで，印刷ができます。番号は，これまで同様に，

ワークシート＜database＞を開き，印刷したい方の左端の番号（A 列）を確認します。 

 

 

① 

② 



７．全体の集計や分析をする場合 

トップページのフィルタボタンを選択すると，オートフィルタ設定が機能し，集計やデー

タ抽出が可能となります。それにより，登録者の傾向と対策など，分析が可能となります。 

＜注意＞ 

※１ 解除する場合は，TOP に戻るボタンでトップページに戻り，フィルタボタンを，も

う一度選択すると，オートフィルタ設定が解除されます。この操作を繰り返すことで，分

析作業を繰り返しできるようになっています。 

 

 



「解析データベース」に関する Q&A 

 

 

Q１．個別の分析結果票の「口腔機能評価」や「口腔内状況」の点数が「#VALUE!」

と表示されてしまう。 

A１．入力した項目のどこかで空欄になっている所はありませんか？項目の全

てを入力していないと，合計点数が出せないため，「#VALUE!」と表示されま

す。 

 

Q２．“原始反射”の見方がよく分からないため，“原始反射”を抜かした項目で

評価したい。 

A２．“原始反射”の項目を抜かして評価を行う場合は，必ず，入力フォーム

で「0 ない」を入力して下さい（“原始反射”が出現していないという前提で

評価を行って下さい）。A１．で説明したように，１つでも空欄があると合計

点数が出せません。 

 

Q３．個別の分析結果票の【早急な対応が必要な事項】の「歯科治療」「窒息」

「誤嚥」はどのような場合出る設定になっているのか？ 

A３．「歯科治療」は，“重度歯周病”，“重度う蝕”のどちらかで「1 あり」に

なった場合。「窒息」は，“臼歯部での咬合（義歯なしの状態，義歯ありの状態）”

が「2 なし」または，“拒否の理由，症状”が「3 認知症」である場合。「誤

嚥」は，“食事中や食後のむせ”が「1 あり」または，“食事中や食後の痰のか

らみ”が「1 あり」または，“頸部聴診”が「0 清聴」以外，または，“含嗽

（ブクブクうがい）”が「3 不可能（むせ）」または，“口腔内での水分保持”

が「3 不可能（むせ）」の場合です。 

 

Q４．オートフィルタ設定を使うと例えばどんなことができるか？また，その簡

単な手順を教えて欲しい。 

A４．例えば，登録者全体のうち，早急に歯科治療へつなげるべき方のピック

アップができます。手順は，①「解析データベースの使い方」の「７．全体の

集計や分析をする場合」を参考に，オートフィルタ設定を機能させ，②ワーク

シート＜database＞を開き，③「リスク２（BJ１）」のセルの右側に出ている

▼マークをクリックします。④すると、下に小さいメニューが表示されます。

そこから「歯科治療」だけにチェックを入れ OK ボタンをクリックすると，

早急に歯科治療が必要な方のピックアップができます。 

 


